
＜会長の部屋＞ 

この度、総理大臣表彰の栄に浴することができました。 

式典は 12月 05日に、主催者である安倍総理大臣の出席のもと執り行われました。また、皇

太子および妃殿下もご臨席賜り、大変光栄なひと時でした。障害者関係功労者表彰の受賞者

は個人 22名と団体４で、それぞれの分野で頑張って来られた方々の中に私も入っているこ

と、夢のようでした。この式典で、とても印象に残っている一コマがあります。最優秀作文

を小学 2 年の女の子が読み終えた時のことです。障がいのある自分の弟について書いたも

ので、「ゆうちゃん（弟の名）、大好きだよ！」で締めくくられた作文発表の後、皇太子と妃

殿下が退場される際に妃殿下が目頭をそっと拭かれているように見えました。見間違えた

のかも知れませんが、私には感動的な一瞬でした。 

私が障がい者雇用に関わり始めたのは、2000 年にリベルタス興産（宇部興産㈱の特例子会

社）に異動してからのことです。それまでは、重度障がいのある息子を通じて知的や自閉症

という狭い範囲での知識や関りはありましたが、今から思えばかなり偏っていたなと感じ

ます。リベルタス興産の 2 代目社長の社内公募に自ら手を上げ、2016 年 6 月末まで「障が

いの有無にかかわらず、誰もが自分らしく働き・暮らす」が実現できるよう、私なりに頑張

ってきた結果がこのように大きく評価されたことは、嬉しい限りです。 

私の周りにはたくさんの人達がいます。リベルタス興産の社員たち、地域で頑張っている行

政や関係機関の方々、学校の先生方等々、そして、何より“自分らしく活きる”を実践して

いる当事者の人達。これら多くの人達との繋がりが、私をここまで導いてくれたのだなと大

変感謝しています。宇部市には本当に多くの“すごい人”がいます。お医者さん、行政の方、

支援事業所の方、教育機関の方、企業の方、地域住民、当事者および保護者の方々等々、こ

れらの人達が顔の見える本当のネットワークの中で動いています。素晴らしい地域です。 

私は、今年 6月から宇部市社会福祉協議会の会長に就任しましたので、これまで培ってきた

ものを繋げて行きければと願っています。『誰もが自分らしく暮らせる』をキーワードに、

より良い地域福祉に向かって職員たちと共に進んで行きます。 
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